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モンゴル初の 
日本式学校としての 
語学教育の取り組み

○藤田　では次の講演に移ります。次はガルバドラッハ・トゴス先生にご講演い
ただきます。ご講演のタイトルは、「モンゴル初の日本式学校としての語学教育
の取り組み」です。再度のアナウンスになりますが、資料は Google ドライブ
からダウンロードなさってください。ダウンロード用の URL は、ただいま
Zoom のチャット欄でお知らせしております。
　それでは、トゴス先生、よろしくお願いいたします。
○トゴス　はい。よろしくお願いいたします。今回はこのようなシンポジウムで
講演をする機会を与えてくださって、また 2022 年から本校との提携もご検討
いただいており、大変ありがとうございます。
　私は新モンゴル学園の専務理事、ガルバドラッハ・トゴスと申します。お二人
のご講演とは違って、私に関しては、本校での取り組みを主に皆さんに紹介させ
ていただきたいと思います。【スライド③－1】
　本校はモンゴル初の日本式学校なんですが、それについて少し前置きをさせて
いただきます。本校に関しましては、2000 年 10 月 5 日に東北大学博士課程に
当時在籍していたガルバドラッハ氏により設立されました。彼は自分の長女が学
んでいた日本のエリート進学校であります山形県立山形西高等学校に大変な感銘
を受けて、このようなエリートを育成する高校をモンゴルでもつくりたい。そし
てモンゴルの未来を背負う優秀な若者を育成したいとの思いから、この高校を設
立しました。【スライド③－2】
　それまでは日本式という高校はモンゴルにはありませんでした。日本式のとい
う中で、どういったことを取り組んできたかといいますと、まず、当時なかった
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制服制度や給食制度、部活動も導入し、そして当時は高校がモンゴルでは 2 年
生しかなかったのが、国際水準に見合うように、高校 3 年生に編成するカリキ
ュラム編成も行いました。そしてもちろん語学教育の充実も図っていきました。【ス
ライド③－3】
　そして、新モンゴル学校に関しては、現在は高校のみではなくて、また小学校
や中学校も併設されて、小中高一貫学校となっております。【スライド③－4】
　新モンゴル学園は何かと言いますと、ガルバドラッハ氏が、小中高一貫学校の
みではなくて、その次、引き続き幼稚園でありましたり、工科大学、高等専門学
校、また小中高一貫学校の分校もつくりました。そのほか、英語センターや日本
語センターもつくり、これらを全部傘下に置く新モンゴル学園というものをつく
りました。【スライド③－5】
　この新モンゴル学校の専務理事が私でございますので、お二人の先生方とは違
って、日本語教員の専門の教員ではないですが、マネジャーとして活動している
ということです。私に関しては、実はこの全てのシンボル学校の全ての教育機関
を設立したガルバドラッハ氏の長女でもあります。すなわち、私自身がこの新モ
ンゴル高校のモデルとなった山形県立西高等学校を卒業しております。その後、
東北大学の法学部も一般受験で受けて合格しておりますので、日本での受験とい
うことも経験しております。
　私自身に関しては、先ほども申し上げましたが、新モンゴル学園の全体の統括
をさせていただいており、全ての参加の学校でのマネジメントの統括と、また、
うちの理事長でありますガルバドラッハがどのような思いでこの学校、これらの
学校をつくってきたか、どの理念を通すべきかというところで、全ての教育機関
に政策方針の提示をさせていただいてることでございます。【スライド③－6】
　それでは、これまでは前置きとしまして、これからは新モンゴル学校、小中高
一貫学校で、日本語や語学教育にどのように取り組んでいるかを簡単に紹介させ
ていただきます。
　まず、これまで私たちは 20 年の経験がありますので、そのうち 5 年ごとに区
切って紹介させていただきたいと思います。まず、新モンゴル学校は日本式の学
校として設立されましたので、優秀な卒業生を日本に送り、留学させ、そこで、
将来的にはモンゴル国の発展に寄与できる人材の育成というのが大きな目標であ
りましたので、その目標のために日本語教育にはもちろん力を入れました。そし
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て高校のみでありましたので、この 3 年間で、全く日本語を学習していなかっ
た者を、日本の大学の講義を受けるレベルにするという目的で日本語教育を行っ
てまいりました。
　そしてこれに関連して、また日本の大学に留学するための基礎学力の向上も図
って、そのためには 2 年生だけであったのを、3 年間で高校を卒業するので、
今度はモンゴルの国が定めた高校教育課程を 3 割増しにした学習内容を生徒に
指導し始めました。そしてまた当時も、やはり日本留学者の数も少なかったので、
根拠としては、やはり奨学金がなかなか見つからない。文部科学省の奨学金しか
ないということだったので、奨学金のスポンサー、独自のスポンサーの開発、つ
まりの提携のプロポーザルを幾つかの機関に申し上げることをさせていただき、
その中でも、マブチモーターが設立しまし ACA アクア団体と、安田財団と東日
本ハウスが生徒の授業料の全額負担、さらには生活費の支給といったことで、私
たちと協力して、これまでもまいりました。
　この 5 年間の取り組みの結果として、まず第 1 期生卒業生が 2004 年から留
学し始め、その子たちの留学実績も出始めしました。1 期卒業生のうち、5 名が、
私費留学試験で横浜国立大学、千葉大学、岩手大学、秋田大学、長岡科学技術大
学、宇都宮大学に、それぞれ工学部や教育学部、理学部、国際関係学部の正規学
部として留学しました。その当時は文部科学省のみの奨学金が当たり前だったの
で、当時、文部科学省以外の私費留学で日本へ留学する、そして 1 つの高校か
ら 5 名も日本に留学するというのが大きな実績として認められました。【スライ
ド③－7】
　そして、続きまして 2006 年以降の取り組みを話させていただきたく思います。
2006 年から 2010 年の 5 年間におきましては、高校の日本語教育に関しまし
ては、高校の 3 年間で合計 355 時間の日本語教育を受けて、卒業生が日本語能
力試験の 2 級や 3 級に合格するようになりました。また、このころから本高校
は中学校も併設されましたので、中学 1 学年からも週 2 時間の日本語教育を行
うことになりました。このときは、中学生は、より簡易な日本語をじっくり学習
する体制にするために、『できるよ』や『みんなの日本語初級Ⅰ』を使うように
なりました。
　そして、この 5 年間でもさらなる日本留学実績も出まして、卒業生 811 名の
うち、日本留学者が 165 名ですね、すなわち、約 2 割が日本へ援留学するとい
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う実績を打ち出し、そして中でも、スポンサー支援ですね、先ほど申し上げまし
たスポンサー支援による私費留学は 102 名にのぼりました。
　続きまして、私たちは日本に留学させるときに、日本語ができる者だけという
条件よりも、その子たちか日本でも生活できるように、合宿という形で生徒たち
を支援するようになりました。これは日本で、私費留学試験を受けてから大学に
入学までの 1 か月間で、このような合宿を行い、大学の授業カリキュラムに合
わせる力を設けてもらうのと同時に、日本に留学して、将来的にモンゴルに帰っ
てきて活躍するという、その心の準備、覚悟を持ってもらうための指導も行うと
いう形をとりました。
　すなわち、本校での日本語教育や、この留学支援においては、まず留学者の数
を第一に重要視するよりも、やはり、将来はモンゴル国の将来を背負っていける
真のエリートの育成という点で、学習面も心の面も指導していくという体制をと
っております。【スライド③－8】
　続きまして、2011 年から 2015 年の取り組みも紹介させていただきたく思い
ます。このころに関しましては、中学校では合計 210 時間、高校ではその 2 倍
の 420 時間の学習をすることになりました。そして、卒業生の実績として、こ
の実績を上げるに当たって、日本留学の進学を支援するためのキャリア開発セン
ターというものを設置しました。つまりこのような取り組みは、モンゴルではこ
れまでは、どの学校にもなかった体制でございます。そして、このキャリア開発
センターの活躍もありまして、日本留学の黄金時代というのがこの 15 年間の新
モンゴル学校にはあったというふうに思っております。というのが、この 15 年
間で、卒業生総数 1,445 名だったうちの約 4 割に当たる 538 名が日本に留学し
ました。
　そしてこのころになりますと、最初の卒業生のうち、日本の大学を卒業して、
さらに飛躍する留学生も増えておりました。このことに関しては、もう少し具体
的に次のスライドで紹介させていただきます。このように、本校の留学実績が高
まるにつれて、日本やモンゴル国内からも提携希望の機関や大学等が増加してま
いりました。このような提携希望先の大学との覚書において、私たちは留学生の
声も載せるように、なるべく取り組んでおります。これに関しては、皆さんもご
興味があるかと思いまして、留学生の声を紹介させていただきますと、やはり留
学生は生活全般、ある程度、奨学金があって、日本に留学して学習ができるよう
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になっても、やはり最初は、大学ということで自主的に勉強する、主体的に勉強
するということへの慣れに時間がかかるということと、また、日常的なさまざま
なトラブルですね。例えばクレジットカードが使えなかったりとか、ブラックバ
イトに引っかかってしまったりとか、そういった日常的な問題もあるので、それ
は各大学の国際課であったり、そういったところと相談するのもなかなかはばか
るところがあるので、こういった留学生を対象とする個人メンター制度というも
のを提携先に持ってもらうことが私たちには大事かなというふうに考えておりま
すので、これからもそういった制度を設けてもらえるようなに、提携先の大学等
にご希望をさせていただきたく思っております。
　もちろん新モンゴル学校では英語教育も行ってまいりました。というのは、第
一外国語は英語ですね。第二外国語が日本語かロシア語で、主に全生徒が日本語
を選択するような形でまいりました。英語教育に関してここで簡単に述べますと、
学年により違いはあるものの、週 4 時間から 7 時間の英語教育を行ってまいっ
ております。そして英語教育を行うに当たって、やはり、より実践的な語学能力
を身につけてもらえるように指導しております。また、このころになりますと、
このような日本への留学者以外にも、やはり他の国への留学を希望する学生も増
えてまいりました。【スライド③－9】
　先ほど簡単に説明させてもらいましたが、この 2016 年までの間に日本の大
学を卒業してから、さらに飛躍する学生が数多く出てきました。例えばここで紹
介しますと、まず 1 人目は、第 1 期生のバットザイヤさんですね。彼女に関し
ましては、千葉大学の工学部を卒業後に、また東京大学で博士課程を修了し、
iPS 細胞の研究をして、その研究で、ハーバード大学に現在、ポストドクターと
して在学しておりまして、将来はノーベル賞を受賞する科学者になることが目的
です。彼女に関しては本工科大学の設立の際にも顧問として活躍してもらってお
ります。
　続きまして、彼はホス・エルディンと申しますが、彼は 5 期生です。彼に関
しては、一橋大学の経済学部を総代として卒業した後に、同大学の修士課程を修
了し、UFJ 銀行であったり、みずほ銀行において、中堅マネジャーを長年勤め、
銀行マンとしての実績を高め、最近モンゴルにも帰国して、AND Global とい
う投資会社に取締役として勤めており、彼の将来の夢はグローバル的に活躍でき
るような企業の起業ということでございます。
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　もう 1 人紹介させていただきますと、彼は私たちの大変誇りですが、7 期生
の●バイル・サイハン君ですね。彼は信州大学を卒業後に、またアメリカに留学
し、そして商業開発銀行でマネジャーとして勤めた後に、現在をモンゴルの
TDB という大手銀行に勤めております。彼も、将来的にはモンゴル国総理大臣
になる夢を持っており、本校の諮問委員会にも席を置いている者でございます。
　このように、卒業生が大変飛躍することで、私たちがこれまで行ってきた教育
ですね、中でも日本語教育も、よい、正しい方針で行っているという誇りを私た
ちは持つようになりました。【スライド③－10】
　続きまして、2016 年から 2020 年の取り組みも紹介させていただきます。こ
れに続き、現在の私たちの日本語教育や英語教育の方針も紹介させていただきま
す。まず私たちが考えるのは、私たちが、このように留学生の実績が高く、日本
語教育でも、国での名を誇るようになった成功の鍵としては、やはり生徒自身の
目的、つまり日本への留学、日本の大学の受験といった目的を自分に設置しても
らい、その目的ベースとした学習を行ってきたのは、成功の大きな鍵ではないか
というふうに考えております。なので、これからも日本語教員のキャリア開発セ
ンターと、より連携して、さらなるカリキュラム開発に努めてもらえるように指
導しております。
　続きまして、先ほど述べましたモンゴル初としてのキャリア開発センターが学
内にあるということでしたが、この学内センターが日本留学体制を万全に整える
ことができました。この期間に、日本国以外への留学者の支援も行い、人員増加
もしております。
　このような、この 5 年間の結果、成果としましては、日本留学実績を紹介さ
せていただきますと、これまではやはり 470 名が卒業生のうちに日本に留学し
ておりますが、そのうち、やはり提携先である信州大学、桜美林大学、東京国際
大学への留学者が大多数を占めております。そのほかには、国立大学であります
東京大学、岩手大学、大阪大学などへの留学者も数多くおります。
　留学者の学部の選択としましては、経済・経営学部が 40 名、工学部系が 30 名、
その次に多いのが農学部や国際系係学部なんですが、こういったところに数多く
やはり留学しております。ですが、中でもやはり、日本で法学を学びたい、また
心理学を学びたいという学生もおりますが、そういった学生が留学者として学部
に入学できる大学は日本では少ないので、こういった点では立教大学との提携は、
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さらに学生の希望に合うように進めることができるのではないかと大変期待して
おります。【スライド③－11】
　次に、現在私たちが日本語教育や英語教育の方針をどのようにとっているかに
関して簡単に紹介させていただきます。まずは、先ほど申し上げましたように、
やはりどの語学教育に関しても、生徒の進路希望に応じた学習指導をするのが一
番の成果を出す方法なのではないかというふうに考えております。日本語教育に
関しましては、中学校では、より生徒の日本語への関心を高める目的で授業指導
をしており、アニメや歌といった関心が持てるようなツールをたくさん活用させ
ていただいております。結果としましては、卒業時には N5 を中学生が取得でき
るように目指しております。
　他方の高校では、今度は受験対策を主に目的とした指導法にさせていただいて
おりますので、聴解、文法、読解といったように、目的別に授業を設け、そして
さらには選択科目としても、日本研究、私費留学対策、国費留学対策といったふ
うに、コース別に教育を受けることを可能としております。
　こういった目的の基で日本語教育を行ってきている成果としまして、卒業生の
約 2 から 3 割が、JLPT の 3 級以上の所持者でございます。すなわち、毎年、平
均して 40 名が JLPT3 級以上を所持しています。1 学年、約 120 名が卒業して
おります。そのうちですね。JLPT3 級以上の中でも、約 6 割が 3 級所持者、2
割が 2 級所持者、また 2 割が 1 級所持者ということになります。
　続きまして英語教育に関してなんですが、英語教育では新たな取り組み、小中
高一貫ですね、義務教育学校では珍しい取り組みを本校では採用しております。
というのが、ふだんは、私たちは 1 つの学級の中で、英語のレベルがどのよう
な形にもかかわらず指導する体制になっておりましたが、本校に関しては、英語
の能力のレベル別に授業を分けて指導するという形にしておりますので、やはり
遅れてる子どもは自分なりに努力する、希望に燃えてきたり、また、さらに先に
進んでる子に子どもには、もっと自分の意思に基づいた目的に合わせて英語がで
きるように指導しております。
　こうして、私たちは目標としましては、CEFR ですね。言語能力を評価する国
際指標のヨーロッパ共通参考枠でありますが、これに関しては、中学校卒業時に
は B1 の取得を目指させております。また、高校卒業時には C1 の取得を目指さ
せており、このような取り組みは 2018 年から始まったので、これがまた 5 年
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後には成果を出してくるのではないかと思っております。で現在の英語教育の成
果としましては、卒業生のやはり 2 割が IELTS6.0 点以上、iBT、TOEFL 80 点
以上の所持者が多いという成果になっております。【スライド③－12】
　私たちは、このように語学教育に取り組むほかにも、基礎学力向上にも大変注
意しておりまして、こちらはモンゴル国センター試験データなんですけれども、
2007 年から 2020 年の間のデータですが、800 点満点中の、うちの学校の教
科ごとの平均と、また国の平均を比較した数値でございます。本校の平均が常に
全国の全ての高校ですね、私立であったり公立だったり、全ての高校のうち、平
均点では、全国上位 10 位以内には必ず入っているようになっておりますので、
本校の卒業生の基礎学力も高いということは、このデータから示されるのではな
いかというふうに思っております。
　今年の成果をピンポイントで説明させていただきますと、学校平均点は、全教
科を総合して 653 点で、うち満点獲得者は 11 名、700 点以上の獲得者は 105
名という好成績を収めています。センター試験以外でも、本校の在校生がオリン
ピアードですね、各教科のオリンピアードに大変活躍する子たちが多くて、区や
市、全国のそういった大会において優秀な成績を残してメダルを獲得したものが、
これまで合計 4040 個あります。また、世界大会、オリンピアードで成績を出
すのはなかなか難しいことでございましたが、これまでも本校のみから 8 つの
メダルが獲得されているのが現状ですね。
　ここにつけ加えますと、本校はモンゴル初の日本式高校として設立されて、そ
の当時は、このような学校は珍しくて、日本語学習機関もかなり数が少なかった
ものが、本校のこのような成功、また卒業生の実績が影響した形で、日本語教育
を取り入れる私立の高校も増えてまいりまして、また、併せてモンゴル全体の親
日家のたかまりに連れて、現在では、日本語学習者は 1 年間で 1 万 1,000 人で
すね。それらが義務教育機関も含めた 128 校で、このような日本語学習を行う
形になっております。【スライド③－13】
　それでは、これまでの私たちの取り組みを紹介させていただきましたが、実は、
ことし本校の創立 20 周年の記念の年でありまして、この節目を迎えた今、本校
として、どのように取り組むことをビジョンとしているかを簡単に紹介させてい
ただきます。
　まずはですね、私たちは 10 年後には、つまり 2030 年には、生徒主体の学校
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になるということをビジョンとして設置しております。生徒主体というのが、生
徒自身が学ぶことや、そのやり方、学び方を主体的に決められるということです。
これまではやはり、教員主導で全てを生徒に提示する形になっておりましたが、
この状態が、より生徒主導に変わっていくように誘導していくという目的で活動
しております。
　このような学習の形になってきますと、やはり学校や教師の役割としまして、
あくまでも生徒のファシリテートをする役目に回るということになります。この
ような目的を目指して、第 1 のステップとしては、本校では放課後の自習時間
の設置を設け、生徒をより主体的に学べるように指導しております。
　次のステップとしては、中学生のころから自分というものをより見つけてです
ね、これまでの目的ベースの学習が大事であるというのが私たちの経験からあり
ますので、子どもたちが自分を見つけて、自分探求をして、それを、将来のキャ
リア選択の目的をきちっと目指しもらえるように指導する。そのためにはキャリ
ア開発センターが、より、この活動に注視していくという政策を考えております。
　そうすると、これからは、語学教育の方針としましては、やはり生徒のニーズ
やレベルに合わせて、コースの設置というものをさらに続けていきたいと思いま
すし、そのためには、これまでは、英語は 5 年生から 12 年生までの 7 年間、
日本語は 6 年から 12 年までの 6 年間、長く勉強するという形をやめて、今度、
カリキュラム研究を私たちは行っておりますが、このカリキュラム研究に基づい
て、より短期間で集中的に、日本語のレベルを高くしてもらえるように指導して
いくというふうに考えております。このようなカリキュラム研究が行われました
ら、2022 年から、こういった新しい語学教育の方針がとられると考えておりま
す。2022 年から、立教大学とも協力する形になっておりますので、皆さんが目
指す、グローバルで活躍する、語学力も高く、基礎学力の高い学生を送れるよう
に、ぜひ協力してまいりたいというふうに考えております。【スライド③－14】
　今回は本当にこのような貴重な機会をいただきましてありがとうございます。
これからもよろしくお願いいたします。これで講演を終了させていただきます。【ス
ライド③－15】
○藤田　トゴス先生、ありがとうございました。
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モンゴル初の
日本式学校としての
語学教育の取り組み

新モンゴル学園専務理事
ガルバドラッハトゴス

2020.12.12

【スライド③-1】

OUR SCHOOL
新モンゴル学校は、2000年10月5日
に東北大学博士課程在籍のガルバド
ラッハ氏により設立された。

「日本の進学校のような高
校をモンゴルでも作りたい、
モンゴルの未来を背負う優
秀な若者を育成したい」

【スライド③-2】
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これまで無かった学校

語学教育の重視高校2年制3年制にする
カリキュラム編成

制服制度や給食制度、
部活動の導入

【スライド③-3】

2000 - 2005
新モンゴル高校

新モンゴル
学校の発展

2005 - 2010
小中高一貫学校

2000 2002 2004 2006 2008 2010

【スライド③-4】
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新モンゴル学園

小中一貫学校 工科大学 高等専門学校

幼稚園
小中一貫学
校の分校

シンクタンク機関

日本語センター 英語センター

諮問委員会理事長

新モンゴル・マブ
チ基金

教員支援のための
ジャンチブ基金

新モンゴル学園の組織図

【スライド③-5】

ガルバドラッハ・トゴス

モデル学校の出身

新モンゴル学園
の専務理事

新モンゴル高校のモデル

山形県立西高等学校

東北大学法学部の受験

一般入試試験にて合
格

傘下に8つの教育機関

マネジメントの統括

理事長のビジョンの実現

各教育機関に政策方針
の提示

【スライド③-6】
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小中高一貫学校
2000-2005年の
取り組み

奨学金のスポンサーに提携プロポーザル
・ACAアクア団体、安田財団、東日本ハウス

日本の大学に留学するための基礎学力の向上、高
校教育課程を3割増しにした学習内容

第1期卒業生の留学実績：

5名が私費留学試験で横浜国立大学
(教育学部)、千葉大学(工学部)、岩手大学
(理学部)、秋田大学(工学部)、長岡科学技
術大学(工学部)、宇都宮大学(国際関係学
部)に正規学部生として留学

3年間で「日本の大学の講義を受ける」日本語レベルに

【スライド③-7】

・高校3年間で合計315時間の日本語教育

・卒業生が日本語能力試験の2級や3級に合
格するように

・卒業生811名：日本留学生165名(約2割)

・スポンサー支援による私費留学が102名

・日本で1か月間の「合宿」

中学校の併設

・中学一学年から週2時間の日本語教育

「できるよ」や「みんなの日本語・初級 Ⅰ」の使用

・より簡易な日本語をじっくり学習する体制

2006-2010年間
の取り組み

高校の日本語教育

日本留学実績

日本語教育及び留学支援の目的：国の将来を背負っていける真のエリートの育成

【スライド③-8】
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【スライド③-9】

・中学校：合計210時間

・高校： 合計420時間

2011-2015年
間の取り組み

日本語カリュキュラム

・「キャリア開発センター」の設置

・日本留学黄金時代：卒業生1445名のうち538名(37%)

・卒業した留学生のさらなる飛躍

・提携希望の大学等の増加(留学生の声)

卒業生の実績

・第一外国語は英語、第二外国語は日本語

・学年により週４-７時間の英語教育

・実践的な語学能力を身につけてもらえるよう指導

英語教育の充実

飛躍中の卒
業生たち

1期生
Batzaya

2010年千葉大学学士・修士

2013年東京大学工学博士課程

修了(IPS細胞の研究)

現在、ハーバード大学 ポストド

クター在学中

夢：ノーベル賞受賞

5期生
Khos-Erdene

一橋大学経済学部卒(総代)
一橋大学修士課程を修了
USB銀行
みずほ銀行企業調査部
モンゴルのAND GLOBAL
投資会社の取締役
夢：グローバル起業

7期生
Bayarsaikhan

2014年 信州大学卒（総代）

2015年 Hult Business School卒業

2014年 Pasha Group

2015年〜 商業開発銀行国際営業法

人部シニアアカウントマネージャ

夢：モンゴル国総理大臣になる

【スライド③-10】
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【スライド③-11】

・「目的をベースとした学習」

・日本語教員のキャリア開発センターとの連携

・提携先である信州大学(43名)や桜美林大学(20名)、東京国
際大学(17名)への留学者が多数
・東京大学(10名)、岩手大学(15名)、大阪大学(13名)
・経済・経営学部(40名)や工学部系(30名)、農学部(13名)、
国際関係学部(13名)への留学者が多い

キャリ開発センターの発展

・日本留学体制万全

・日本国以外への留学者の支援

2016-2020年間
の取り組み

日本語教育の成功の鍵

日本留学実績

GOAL

英語教育

日本語教育

生徒の進路希望に応じた学習指導

成果：卒業生の2-3割が
JLPT3級以上の所持者

成果：卒業生の2割が
IELTS6点以上、

IbtTOEFL80点以上の所持者

高校
・受験対策を目的とした指導法

・目的別の授業

CEFR指標の活用
・中学校卒業時にB1取得

・高校卒業時にC1取得

中学校
・生徒の日本語への関心を高める目的
・卒業時にN5取得

英語センター式教育
・英語能力のレベル別に授業

【スライド③-12】
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モンゴル国センター試験データ 2007 – 2020
本校の平均が常に全国上位10以内
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【スライド③-13】

10年後のビジョン：生徒主体の学校に！

学校や教師の役割

あくまでもファシリテート

キャリアセンターの役目

・英語は中学一年、日本語は中学三年から

語学教育の方針

・生徒のニーズやレベルに合わせ
るコース設置

生徒主体とは

・生徒自身が学ぶことと方法を

主体的に決められる

ステップ①

放課後の自習時間の設置

ステップ②

生徒の自己探求の手助け
(キャリアセンター)

【スライド③-14】
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ご清聴ありがとうございます。

Does anyone have any questions?

togos@shinemongol.edu.com
+976 9191 0311 

http;//www.new.shinemongol.edu.com

【スライド③-15】




